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正
　
明
治
二
年
六
月
十
五
目
（
一
八
六
九
年
七
月
二
十
三
日
）
、
大
学
校
設
立
の
規
則
制
定
後
、
約
半
年
目
の
明
治
三
年
二
月
に
は
大
学
規
則
及
び
中
小
学
規
則
が
発
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
、
長
崎
県
医
学
校
に
は
従
来
通
り
入
学
希
望
者
が
あ
っ
た
。
即
ち
明
治
三
年
正
月
十
九
日
（
一
八
七
〇
年
二
月
十
九
日
）
、
元
中
等
船
改
役
寺
田
勘
治
の
子
勘
之
（
十
四
才
）
は
「
奉
願
口
上
書
」
を
文
書
科
に
提
出
し
て
医
道
研
究
の
目
的
を
示
し
、
依
頼
し
、
聞
届
け
ら
れ
た
。
叉
、
「
明
治
三
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
日
録
」
に
よ
れ
ば
、
二
月
十
七
日
（
陽
暦
三
月
二
十
九
日
）
、
例
に
よ
っ
て
春
会
が
催
さ
れ
た
。
　
　
　
二
月
十
七
日
　
一
　
各
国
岡
士
教
士
ホ
春
会
と
し
て
福
済
寺
江
御
招
一
字
出
席
五
字
比
　
　
　
退
散
之
事
　
　
　
知
事
殿
　
　
　
　
英
岡
士
　
　
ヱ
ン
子
ス
リ
　
　
　
石
田
氏
米
マ
γ
ゴ
ム
　
　
　
外
務
懸
リ
　
　
　
丁
　
　
　
　
シ
フ
　
　
　
通
訳
三
員
　
　
　
独
乙
　
　
　
シ
ヤ
ッ
ト
レ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭
　
　
　
　
ト
ム
フ
リ
ン
キ
葡
岡
士
　
仏
岡
士
教
師
　
　
　
ス
ト
ウ
ト
同
　
　
，
　
　
ゲ
ー
ル
ツ
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
欠
席
　
医
学
校
に
■
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
こ
の
年
の
春
会
に
は
出
席
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
。
　
さ
て
、
前
年
制
定
さ
れ
た
大
学
規
則
は
実
施
に
当
っ
て
種
々
改
革
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
判
明
し
、
遂
に
明
治
三
年
二
月
に
至
っ
て
改
正
し
た
規
則
が
示
さ
れ
た
。
　
大
学
規
則
　
　
学
体
　
　
　
道
ノ
体
タ
ル
物
ト
シ
テ
在
ラ
サ
ル
ナ
ク
時
ト
シ
テ
存
セ
サ
ル
ナ
シ
　
　
　
其
理
ハ
則
綱
常
其
事
ハ
則
政
刑
学
校
ハ
斯
道
ヲ
講
シ
実
用
ヲ
天
下
　
　
　
国
家
二
施
ス
所
以
ノ
モ
ノ
ナ
リ
然
ハ
則
孝
悌
蜂
倫
ノ
教
治
国
平
天
　
　
　
下
ノ
道
格
物
窮
理
日
新
ノ
学
是
皆
宜
シ
ク
窮
藪
ス
ヘ
キ
所
ニ
シ
テ
　
　
　
内
外
相
兼
ネ
彼
此
相
資
ケ
所
謂
天
下
ノ
公
道
二
基
キ
智
識
ヲ
世
界
　
　
　
二
求
ム
ル
ノ
聖
書
二
副
ハ
ン
ヲ
要
ス
勉
メ
ザ
ル
可
ン
哉
　
　
学
制
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賛
鍛
ノ
下
大
学
一
所
ヲ
設
ケ
府
藩
県
各
中
小
ノ
学
ヲ
置
ク
皆
大
学
　
ヨ
リ
頒
ツ
ト
コ
ロ
ノ
規
則
ヲ
遵
守
シ
材
ヲ
育
シ
業
ヲ
広
メ
国
家
ノ
　
用
二
供
ス
ル
ヲ
以
テ
務
ト
ス
而
シ
テ
大
学
ハ
人
文
ノ
渕
藪
才
徳
ノ
成
就
ス
ル
ト
コ
ロ
之
二
入
ラ
ン
ト
ス
ル
者
必
ス
先
ヅ
其
地
方
ノ
考
　
課
ヲ
歴
諸
学
漸
ク
熟
シ
テ
始
メ
テ
螢
下
二
貢
進
ス
ル
ヲ
獲
ル
ナ
リ
貢
法
　
生
徒
凡
ソ
三
十
才
以
下
ヲ
限
リ
其
地
方
ノ
考
課
ヲ
歴
知
事
証
愚
ヲ
　
予
へ
　
輩
下
三
貝
進
ス
ル
者
之
ヲ
大
学
生
二
補
シ
各
自
好
ム
ト
コ
ロ
ノ
科
　
業
二
就
キ
博
士
助
授
ノ
指
教
ヲ
受
ケ
シ
ム
在
学
三
年
ヲ
期
ト
シ
期
　
満
ツ
ル
時
ハ
解
額
セ
シ
メ
更
二
新
ナ
ル
者
ヲ
以
テ
之
二
補
ス
若
ク
　
ハ
在
学
中
撰
任
セ
ラ
ル
・
者
ア
レ
バ
随
テ
定
額
ノ
人
員
ヲ
貢
進
ス
　
其
定
員
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
後
議
二
附
ス
試
法
　
試
芸
対
策
ノ
法
ヲ
立
テ
春
秋
ノ
ニ
仲
月
預
メ
目
ヲ
剋
シ
其
威
否
ヲ
　
対
試
シ
優
等
甲
科
二
登
ル
ア
ラ
バ
各
其
条
件
二
就
キ
反
覆
対
論
ヲ
　
遂
ゲ
言
行
相
符
ス
ル
者
ヲ
判
定
シ
状
ヲ
具
シ
申
奏
シ
以
テ
廊
廟
ノ
　
採
択
二
充
ッ
学
費
　
府
藩
県
管
内
石
高
二
応
ジ
公
納
セ
シ
ム
其
定
額
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
後
　
議
二
附
ス
学
科
医科
予
　
科
　
数
学
度
量
　
　
格
致
学
　
化
学
鉱
土
動
植
学
本
　
科
　
解
剖
学
　
　
　
薬
物
学
　
原
病
学
　
毒
物
学
　
病
屍
剖
験
学
医
科
断
訟
法
　
内
科
外
科
及
雑
科
治
療
兼
摂
生
法
　
　
二
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
中
小
学
規
則
　
小
学
（
略
）
　
中
学
　
　
子
弟
凡
ソ
十
五
才
ニ
シ
テ
小
学
ノ
事
詑
リ
十
六
才
二
至
リ
中
学
二
　
　
入
リ
専
門
学
ヲ
修
ム
科
目
五
科
ト
一
般
医科
予
　
科
　
数
学
度
量
　
　
格
致
学
　
化
学
鉱
土
動
植
物
本
　
科
　
解
剖
学
　
　
　
薬
物
学
　
原
病
学
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第
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節
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学
規
則
の
改
正
　
　
　
病
屍
剖
験
学
医
科
断
訟
法
　
　
　
内
科
外
科
及
雑
科
治
療
学
兼
摂
生
法
　
　
子
弟
凡
ソ
ニ
十
二
歳
ニ
シ
テ
中
学
ノ
事
詑
リ
乃
チ
其
俊
秀
ヲ
選
ビ
之
　
　
ヲ
大
学
二
貢
ス
　
　
　
ニ
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
　
こ
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
学
校
を
分
け
て
大
学
、
中
学
及
び
小
学
の
三
者
と
な
し
、
小
中
学
は
各
府
県
藩
に
設
け
、
大
学
は
中
央
に
唯
一
所
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
月
二
十
八
日
（
陽
暦
三
月
二
十
九
日
）
、
長
崎
県
病
院
が
大
学
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
太
政
官
日
誌
」
　
（
明
治
三
年
、
第
十
号
）
御
沙
汰
書
写
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
上
　
（
大
学
）
　
長
崎
県
病
院
学
則
並
学
識
人
員
進
退
之
儀
自
今
其
学
管
轄
被
　
仰
付
候
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
　
其
県
病
院
学
則
並
学
識
人
員
進
退
之
儀
自
今
大
学
管
轄
被
　
仰
付
候
間
　
此
旨
相
達
候
事
　
こ
の
文
書
は
大
阪
府
医
学
校
が
大
学
の
管
轄
を
仰
付
け
ら
れ
た
日
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
府
自
ら
医
学
振
興
に
カ
を
そ
そ
い
だ
結
果
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
佐
賀
、
福
井
、
京
都
、
金
沢
、
新
潟
、
岡
山
、
名
古
屋
の
諸
地
方
に
病
院
及
び
医
育
機
関
の
整
備
を
み
、
西
洋
医
学
は
益
益
発
展
し
た
。
そ
し
て
幕
末
以
来
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
伝
来
に
尽
し
て
来
た
精
得
館
の
学
風
は
全
国
を
風
靡
し
て
い
た
が
、
東
京
を
中
心
と
す
る
英
国
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
の
切
換
え
は
わ
が
国
の
医
学
教
育
に
、
大
き
な
変
革
を
示
す
に
至
り
、
次
第
に
医
学
教
育
の
中
心
が
東
京
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
学
頭
長
与
専
斎
は
大
学
少
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
校
務
を
兼
理
し
た
。
大
学
少
博
士
と
い
う
の
は
、
大
学
校
の
職
制
に
よ
れ
ば
、
知
病
院
治
療
の
役
目
に
当
る
が
、
そ
の
会
計
、
出
納
等
の
こ
と
は
旧
に
従
っ
て
長
崎
県
庁
の
処
分
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
長
崎
の
医
学
校
で
は
、
三
月
二
十
七
目
（
陽
暦
四
月
二
十
七
日
）
付
で
、
広
津
俊
蔵
の
帰
藩
延
期
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
　
（
「
明
治
三
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
御
用
留
」
）
　
　
　
三
月
廿
七
日
（
朱
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
留
米
藩
　
広
津
俊
蔵
　
右
者
医
学
校
江
罷
出
居
申
候
処
至
急
藩
用
二
付
牲
来
三
十
日
之
間
国
元
　
江
罷
越
申
度
当
正
月
十
三
日
奉
願
御
聞
済
之
上
相
越
申
候
処
藩
用
相
済
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兼
依
之
先
月
十
九
日
同
様
奉
願
是
叉
御
聞
済
被
下
候
処
右
日
限
通
リ
何
　
分
済
寄
兼
再
三
日
増
奉
願
候
儀
近
頃
恐
入
申
候
次
第
二
御
座
候
得
共
今
　
日
汐
今
廿
日
之
程
前
条
同
様
御
聞
済
被
下
度
俊
蔵
み
叉
々
願
越
申
候
何
　
卒
御
聞
届
被
成
下
候
様
仕
度
此
段
奉
願
候
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
留
米
藩
　
　
　
午
三
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
市
太
夫
　
書
面
之
趣
承
届
病
院
へ
可
相
達
候
　
こ
れ
は
公
用
帰
国
の
際
の
延
期
手
続
き
で
あ
る
。
　
さ
て
、
ゲ
ー
ル
ッ
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
共
に
出
嶋
十
壱
番
い
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
蘭
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
商
会
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
「
明
治
三
午
年
、
外
国
人
名
前
調
帳
、
外
務
課
、
外
国
管
事
役
所
」
所
収
「
午
三
月
中
、
外
国
人
支
那
人
姓
名
録
、
居
留
地
取
扱
」
及
び
「
午
四
月
中
、
外
国
人
支
那
人
姓
名
録
、
居
留
地
取
扱
」
に
見
え
る
が
、
四
月
五
目
（
陽
暦
五
月
五
日
）
に
は
、
元
船
役
渡
辺
清
次
郎
の
子
千
代
二
（
十
四
才
）
が
医
学
校
に
入
塾
願
を
提
出
し
、
聞
届
け
ら
れ
た
。
　
な
お
、
三
月
に
は
大
学
東
校
に
種
痘
館
が
置
か
れ
、
四
月
二
十
四
日
（
陽
暦
五
月
二
十
四
日
）
に
は
種
痘
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
幕
府
時
代
以
来
、
一
部
分
の
地
方
に
し
か
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
種
痘
が
漸
く
全
国
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
ょ
る
機
構
改
革
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
・
大
学
校
の
教
育
方
針
を
示
そ
う
。
但
し
、
大
学
校
は
明
治
二
年
十
二
月
、
大
学
と
改
称
さ
れ
、
翌
三
年
七
月
、
閉
鎖
さ
れ
た
。
明
治
元
年
、
昌
平
讐
復
興
の
趣
意
は
、
当
時
の
布
告
に
「
大
義
名
分
ヲ
明
ニ
シ
人
才
御
生
育
被
為
在
候
二
付
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
単
な
る
旧
昌
平
蟹
の
復
興
で
は
な
く
、
国
学
を
中
心
と
し
、
儒
学
を
合
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
思
う
に
明
治
元
年
以
来
、
新
政
府
が
教
育
方
面
に
登
用
し
た
復
古
主
義
国
学
者
の
意
見
を
採
用
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
　
翌
二
年
六
月
、
昌
平
学
校
が
大
学
校
と
改
め
ら
れ
た
際
、
そ
の
教
育
方
針
と
し
て
大
学
校
の
目
的
は
「
神
典
国
典
二
依
ヲ
国
体
ヲ
．
弁
へ
兼
而
漢
籍
ヲ
講
明
シ
実
学
実
用
ヲ
成
ヲ
以
テ
要
ト
ス
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
学
中
心
主
義
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
儒
学
は
国
学
の
下
風
に
立
つ
有
様
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
曽
っ
て
漢
方
医
学
の
府
で
あ
っ
た
長
崎
聖
堂
の
変
遷
に
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
同
聖
堂
史
編
纂
の
機
に
譲
っ
て
置
こ
う
。
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